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現在予定されている

今後も状況により追

 

●○●会議予定 ＆ お知らせ ●○● 

「確定申告の手引き」（税務研究会 発刊 関東信越局版

所にお届けします。 

務理事会 11：00 理事会 14：00    サンパレス 

務理事会 12：00 理事会（県連合同）13：30 

新年名刺交歓会 15:00           パレスホテル 

務理事会・地域長会 14:00        場所調整中 

積水ハウスとの協議会 18:00         同 

常務理事会・地域長構成メンバー）           

優績営業職員表彰式            ニューオオタニ 

会合です。 

加される会合もありますのでその際はよろしくお願いします。 
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－川越・所沢・東松山地域ブロック別研修会開催－ 

 

本年度執行部、地域役員等改選後の重要施策として実施スタートした「ブロック別研修」

３番目として、川越・所沢・東松山地域のための研修会が、次の要領で開催された。 

日 時：平成 15 年 11 月 4 日（火）午後 3時より同 5時まで 

場 所：川越市 川越東武ホテル 

司 会：山口常務理事 

出席者： 

（執行部）半田、長嶋副理事長、山口、吉田常務理事 

（地域役員）川越、所沢、東松山地域役員 30 名 

 

研修次第 

①地域長挨拶 佐藤川越地域長 

②出席者自己紹介 全出席者 

③執行部挨拶 半田副理事長 

④埼税協の役割および地域運営について 半田副理事長 

⑤埼税協の概要と提携企業紹介 半田副理事長、山口常務理事 

⑥15 年度各部門重点施策 山口常務理事 

⑦関連組織等の概要・費用支弁とまとめ 吉田常務理事 

⑧質疑応答 約 20 分 

⑨閉会挨拶 小河東松山地域長 

 

 終始和やかな空気の中で、「大変有意義であった、もっと早くこのような研修を開いて欲

しかった、今後も必要に応じて時々開催してもらいたい」との声が多く、地域役員にも初

めて「我々もやらなければ」との意気込みが感じられた。質疑も活発で、執行部として「開

催してよかった」の感を深くした。 

 

 

― 関東三税協懇談会 ― 

 

日 時 平成 15 年 11 月 10 日 

場 所 横浜ロイヤルホテル 

出席者 関税協 理事長、副理事長、専務理事、常務理事２０名 

議 題 協同組合の運営及び事業について 

     東京税理士協同組合、東京地方税理士協同組合、関東信越税理士協同組合連合

会の役員が一堂に会し現況等情報交換をし、親睦を深めた。 
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― 川口・西川口ブロック研修会 ― 

 

日時 平成 15 年 11 月 13 日（水）午後３時～ 

場所 やわら 

出席者（執行部）赤塚副理事長、北村専務理事、吉村、大井、佐久間常務理事 

   （地域役員）川口、西川口地域２６名 

研修次第 

① 地域長あいさつ 柳澤 川口地域長 

② 執行部あいさつ 赤塚副理事長 

③ 埼税協の役割及び地域運営について 赤塚副理事長 

④ 埼税協の概要 吉村常務理事 

⑤ 提携企業紹介 佐久間常務理事 

⑥ 平成１５年 各部門重点施策 北村専務理事 

⑦ 関連組織等の概要、費用支弁 大井常務理事 

⑧ 質疑応答 活発な意見交換が行われた。 

⑨ 閉会のあいさつ 北條川口支部長 

 

 

― 第 2 回会館建設特別委員会 ―  

 

日 時 平成 15 年 11 月 17 日（月）午後２時～４時 45 分 

場 所 国保会館 

 武田県連会長の各支部における支部長の説明会等実施の協力要請の挨拶にはじまり、梅

田本会総務部長、小林委員長の挨拶の後協議会が開催された。 

① 前回の委員会開催後に各小委員から提出された議事録とともに再度小委員会毎に分か

れて協議を行った。 

② 協議の結果を小委員会の責任者から次の要旨の結果説明があり、意見交換を行った。 

【資金調達委員会】 

 ・県連の会館建設特別会計から支出３億円 

 ・県連の会員預り金は退会時に返還を考える 

 ・新入会員については、既会員とのバランスを考える 

 ・埼税協での負担可能資金は１億円程度である 

【所有形態委員会】 

 ・所有方式は共有持分方式が望ましい。 

 ・所有形態については、中間法人を設立して所有する 
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 ・入居団体については、県連、埼税協、埼税政等の直接関連団体以外の入居は考えてい

ない。その他の団体等入居については本会の判断に委ねる。 

【建設構想委員会】 

 ・必用なスペース、面積の検討 

 ・必用な施設、設備状況の検討 

  （会議室、役員室、事務室、書庫等の施設及び情報処理設備、セキュリティー） 

【総務小委員会】 

 ・各小委員会等の進行管理と意見等の集約をする 

 ・会員ＰＲ資料の作成と会員の意見を集約する 

 ・建設用地を本会と連携の上、検討する 

 ・小委員会及び会員の意見等を取りまとめ、必用に応じて随時本会小委員会に連絡をす

る 

 

 

― 春日部・越谷ブロック別研修会 ― 

 

日 時 平成 15 年 11 月 19 日(水) 午後４時 30 分～午後６時 30 分 

場 所 大榎（春日部市内） 

出席者 (執行部)赤塚副理事長、北村専務理事、大井、佐久間常務理事 

    (地域役員)越谷地域役員、春日部地域役員計１３名 

研修会 蟹和越谷地域長の司会で進められた。 

① 執行部挨拶 赤塚副理事長 

② 埼税協の役割及び地域運営について 赤塚副理事長 

③ 埼税協の概要と提携企業紹介 佐久間常務理事 

④ 平成 15 年各部門重点施策 北村専務理事 

⑤ 関連組織等の概要、費用支弁 大井常務理事 

⑥ 質疑応答 実務的質疑が多く参加者一同にとって大いに勉強となった。 

閉会の挨拶 北村専務理事 

 

 

― 第 10 回 親睦囲碁・将棋大会 ― 

 

日 時 平成 15 年 11 月 19 日（水） ９時～17 時 

場 所 さいたま共済会館 

参加者 囲碁の部 50 名、将棋の部 21 名 
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成績は次の通り。 

～囲碁の部～ 

団体戦 優勝 上尾支部 準優勝 大宮支部 ３位 越谷支部 

個人戦 優勝 山田浩三（上尾） 準優勝 柳田彰（越谷） ３位 赤塩正雄（上尾） 

～将棋の部～ 

個人戦 優勝 久津間信行（川越） 準優勝 金子功（所沢） ３位 大野木弘（西川口） 

 

 

― 第１０回正副理事長会の開催について ― 

 

平成 15 年 11 月 20 日（木）午前 11 時から清水園において表記の会議が開催され、次の

議題について協議が行われた。 

１ 提携企業との協議会について 

  昨年はそれぞれの企業を類似業種ごとにグループ化して協議会を行ったところ、次の

ような反省事項があった。 

  イ 同業種の企業が同じグループだと、お互いに遠慮し本音での意見発表が出来ない。 

  ロ グループによって、多いところでは８社・少ないところでは３社となり、協議時

間にアンバランスが生じてしまった。 

今回はこれらの反省点を踏まえ、各テーブルを異業種に分類し、併せて企業数も均等に

して、実施することとしたい。 

各グループの座長は次の項目について確認をするとともに協議を進行した。 

（１）現在まで提携企業全社が一同に集合し、協議会を開催してきたが、今後ともこの

方法で良いのかどうか？ 企業の意見を聞くこと。 

 （２）提携企業一覧表の割引率・電話・担当者等の変更があった企業については、その

都度報告を受けること。 

 （３）地域事務局に配布済みのパンフレットについても差し替えの必要のある企業につ

いては、処置するよう連絡すること。 

 （４）各企業の PR の仕方、申込みの方法、実績の目標値等についても協議 

    会のテーマとして取り上げた。 

以上、これらについて２時からの常務理事・地域長並びに地域購買担当者による事前打

ち合わせ会において確認をすること。 

 

２ 下半期スケジュールについて 

  地域長だよりのトップページ掲載の会議日程について確認をしたい。 

３ その他 

 株式会社ウイズネットとの業務提携にともない、覚書の文章について内容の 検討と確
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認を行なった。 

 

 

― 中間監査の実施について ― 

 

平成 15 年 11 月 21 日（金）午後 3時から事務局において、3人の監事により平成 15 年度

の中間監査が県連と併せて同時に実施された。 

 

出席者 

 監 事 狩野 貞二 保科正次 小島 晋 

 県 連 小林副会長 荒井、大久保両専務理事 内田経理部長 

 埼税協 吉田理事長 北村、長谷部両専務理事 吉田経理担当常務理事 

 事務局 宮原事務局長 高橋、中根課長 

                             （敬称略） 

 

監査に先立ち、代表して吉田理事長が「本日は監事の先生方に公私とも大変お忙しい中、

中間監査のためにご出席下さいまして有難うございます。事業年度の関係で、県連は６か

月・税協は５か月です。よろしく、お願いします。」との挨拶をして、監査に入った。  

 最初に現金監査を行い、次に総勘定元帳・領収書等のチエックを受けた。 

内容等の質問については、その都度回答した。 

４時１５分から３人の監事の総評が発表された。 

 １ 帳簿等については、大変良く出来ている。 

 ２ 地域活動費については、期末現在未消化の地域が見受けられるので、各地域でその

目的に添って活用消化されるよう指導されたい。 

 

４時 30 分 すべてを終了したので、最後に小林副会長が御礼の言葉を述べ閉会した。 

 

 

－ 第 12 回常務理事会・第 5回地域長会が開催 － 

 

日時 平成 15 年 11 月 30 日 午後 3時 

場所 栃木県藤原町 

議題・協議内容 

①理事長挨拶 ブロック研修会（浦和・朝霞は 12 月）好評裡に推移その他 

②提携企業の追加提携について 

テックス㈱、オリックス㈱、2社について 全会一致により、提携することになる。 
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③部門別 上半期事業報告について 

各担当常務理事は、12 月 10 日までに、報告のこと（12 月 18 日の県連との合同理事会への

報告議事） 

④新年（平成 16 年）名刺交歓会について 

平成 16 年 1 月 13 日（火）に開催の新年名刺交換会に関する総務部提案の内容次第につい

て説明あり、詳細は、今後総務部と県連との連絡調整に委ねることに了承 

⑤埼玉葬祭業協同組合の取り扱いについて 

過去の埼税協実績なしを踏まえ、今後は県連と調整して各地域会員・家族等の慶弔時に各

地域事務局（地域総務）に販促活動を積極的に展開するように努める。 

⑥その他 

１ 埼玉りそな銀行、武蔵野銀行の金融商品（融資）の取り扱い検討 

２ 報酬自動振込みの取り扱いとその販促 

３ その他 

 

 

－ ダイワハウス工場見学会 －  

 

 日 時：平成 15 年 12 月９日 午前９時～午後５時 

 参加者：大和ハウス工業側  

埼玉支店 課長 武田悟士、主任 谷勝和也、中村昇一郎 

     越谷店長 小池一実、川越支店 所長 佐藤滋人 

     埼玉北営業所 係長 昆野勇ニ 

     埼税協側 

     北村専務、柿沼常務、戸口常務、大井常務、吉村常務、吉岡常務 

     佐藤地域長、小河地域長 事務局 中根 

 

 午前９時大和ハウス案内のもと大型バスを貸切工場見学へと出発。 

 当日のバスは出席人数が少なかったため、ゆったりとしたスペースを確保でき車内は快

適に過ごすことがでた。（喜ぶべき事か、悲しむべき事か） 

 行程は次のとおり 

  

埼税協事務局 → 首都高速 → 大江戸博物館 → 今半（昼食） 

 → 大和ハウス ＤＴＥＣ ＰＬＡＺＡ → 事務局 

  

大江戸博物館では昔ながらの住宅を見て、大和ハウスの DTEC PLAZA においては若いコ

ンパニオンのもと近未来のモデルハウスを案内され、まさに時代の移り変わりを感じ取る
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ことができた。 

皆、住宅の内容よりもコンパニオンの方に興味を持ちすぎ見学が先に進まず館長から「ほ

どほどにしてあげて下さい」と注意？を受けたが、ここがまた埼税協の良いところであろ

う。 

近未来とはいえすぐに実用化されそうなものばかりで、こうなると生活が便利になると

感じられた。 

特に驚いたのは免震を体験したことであった。基礎と建物の間に鉄のボールを入れるこ

とにより建物の揺れを逃がすというしくみだ。免震により揺れは８分の１に押さえられる

という。体験した揺れは震度６であったがほとんど揺れを感じなかった。考え方は単純な

ものだか実際に実用化までは相当な研究を重ねたシステムと感じとれた。 

大和ハウスの営業マンと昼食ではアルコールも入りおいしいすき焼きを頂き、楽しい時

間を過ごし、より身近な存在になることができ実に有意義な１日であった。 

最後に大和ハウスの企画は工場見学とはいえ、至れりつくせりであり、本音を言えば埼

税協としての参加者が少なくちょっと恥ずかしい思いをした。 

埼税協の提携企業の企画であるので次の機会は是非とも正副理事長、専務理事、常務理

事、地域長の役員の方々の協力をいただき是非とも参加して埼税協としての協力度のイメ

ージを向上していければと考える。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お問い合わせ先 

埼 玉 県 税 理 士 協 同 組 合 (事 務 局) 

TEL048(643)2521 

FAX048(645)8335 

E-mail  info@szeikyo.com
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